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回復傾向鮮明なホテル業界
～懸念される人手不足の影響～

急速に持ち直す宿泊需要

図表1 広島県の延べ宿泊者数の推移

人手不足が業績回復の足枷となる懸念も

新型コロナウイルス感染拡大により大きく落ち込んだ宿泊需要は2022年末頃より急速に持ち直しています。
観光庁「宿泊旅行統計調査」によると、2023年2月の広島県の延べ宿泊者数は68万人、シティホテルの客室
稼働率は63.7％と、ともに2020年2月の9割超の水準に回復しています（図表1・2）。

（注）2020年2月は閏年
（資料）観光庁「宿泊旅行統計調査」より当部作成

（注）直近は第3次産業活動指数が2023年2月、雇用人員判断DIが同年3月の数値
（資料）経済産業省「第3次産業活動指数」、日本銀行「短観」より当部作成

このように全国的にも需要回復が鮮明なホテル業
ですが、その一方で人手不足感は急速に強まってい
ます。日銀短観3月調査（全国）によれば、ホテル業
を含む宿泊・飲食サービス業の雇用人員判断DI（過
剰超－不足超の割合）は▲67％ポイントと、マイナ
ス幅が急拡大しています（図表3）。

わが国の水際対策が撤廃され、今月8日には新型
コロナの感染症法上の位置付けも2類から5類に引
き下げられています。広島県ではG7サミット開催効
果も加わって、今後も宿泊客の増加が続くと見込ま
れます。ただし、人手不足がホテル業の業績回復の
足枷となることも懸念され、労働条件や就労環境の
改善など、人員確保向けた対策が急がれます。

図表3 全国の第3次産業活動指数（ホテル業）および
雇用人員判断DI（宿泊・飲食サービス業）の推移

（資料）観光庁「宿泊旅行統計調査」より当部作成

図表2 広島県のシティホテル客室稼働率の推移

2023年2月のホテル業の第3次産業活動指数（2015年＝100）は137.9と、コロナ禍前を大きく上回る高い水
準に上昇しています（図表3）。
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